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広域水道情報伝送システム
Data Transmission SYStemOf Wide Range
Water Distribution
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ll 緒 言

戦後わが国のめぎましい経済成長とともに,都市構造の改

革が行なわれ,同時に水の使用曲においても生活環境の変化

によって需要形態が大きく変化した｡

二のような事態に対処するため,各部■市において水道の拡

張事業あるいは広域化が進められているが,水道設備が同一

区域にとどまらず広j或に散在するため,施設の経済的う

省力化を図る一環として,集中管理化が計画され,実施され

つつある｡

本稿は今後計画実施される水道の広域化に伴う情報伝送シ

ステムを取r)上げ,水道事業に適したシステムの考え方を概

説するとともに,最近の納入実績から代表的な二つの例につ

いて述べる｡

臣l対象設備の概要

上水道設備は生産と輸送という二つの曲がある｡すなわち,

水源より取水した原水を飲料水として使用できるように,沈

殿,薬品注入,ろ過などの処理を行なうことが生産であり,

取水から配水までの水の格幼が輸送である｡上水道設備の特

徴は水の輸送のために設備がJム域にわたって散在し,しかも

〔設備数が多し､ことである｡

一方,設備連用の面から考えると,水は生活に不可欠であ

り,(1)需要をまかなうだけの水量の確保(2)安全を守るため

の水質の確保は必須条件である｡しかも経常の面からはプロ

セスを合理的に運営して人件費,動力費の削減を図り,渇水,

水質汚染時の迅速な処理によるサ【ビスの向.__l二を図る必要が
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ある｡

従来,これら設備は有人で機場相互で連絡をとりながら逆

転をしてきた｡しかし設備は増加するのに八手は不足し,サ

ービス向上の要求は弓垂まるために,遠方制御装置により設備

を無人化し,制御用計算機によって運転を自動化するJム】或集

中制御方式が採用されるようになった｡

2.1プロセスの遠方制御対象

国1は
一般的な上水道プロセスのブロック間である｡ここ

では代表的設備の動作概要とその遠方監‡見制御項目につし､て

述べる｡

(1)取水場の監視制御

河川からの表流水を取り込み,スクリーンによってごみ,

i売木などの流入を1;ガぎ,微小杓子を沈砂池に沈殿させる｡

ここではゲート,バルブを制御L,水位,流量,ゲート聞

度などを監視する｡

(2)導水ポンプ場の監視制御

通常,取水場から浄水場までの距離は遠いので圧送する

ためのポンプ場を設けることが多い｡ここでは加江ポンプ,

吐出し弁,受変電設備を制御し,水位,開度,流量,電圧,

′正さ充,電力などを監視する｡

(3)浄水場の監視制御

着水井にはし､ってくる原水は細菌類がはいっているので

塩素によって滅菌する｡続いて硫酸バンド,ソーダ灰,パ

ックなどの薬品を注入して浮遊物を凝集させ沈殿池で沈殿

させる｡これを飲用水にするにはろ過池でろ過し,再度塩
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図l上水道プロセスブロック図 上水道プロセスは水源から需要家までの水の輸送と浄水の生産を目

的としている｡その設備は広域に散在Lているので,情報伝送が必要になる｡

Fig･t B】ock Diagram of Water Distribution Process
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図2 プロセスの管理運用形態 プロセスの運用はプロセスの安全性

と経済性を最大限に引き出すために行なわれる｡

Fig.2 F10W Dia9｢am fo｢P｢ocess Cont｢ol

素を入れて浄水とする｡ここではi充入弁,i売出弁,ポンプ,

薬品注人機,受変電･自ノ家発電設備を制御し,流量,開度,

速度,水位,濁度,電圧,電i充を監視する｡

(4)配水池の監視制御

配水池は浄水場と需要家のL‡J間にあって,需要のピーク

をq及収するため浄水を貯蔵するところである｡ここではバ

ルブの制御があり,水位,流量の監視がある｡さらに高台

にある需要｢家に給水するような場合には配水圧力を大きく

するための配水ポンプが使用され,加圧ポンプ,受変電設

偶のf別御と電流,電圧の監視が追加される｡

(5)配水管路網の監視

配水管路は需要家への給水路であり,末端圧力の確保と

漏水防止のため,主要部分の配水管圧力を監視することも

ある｡

2.2 プロセスの管理と運用

図2はプロセスの管理運用の形態を示したものである｡形

態は平常時と異′計時に大別される｡

二平常時はプロセスを安全にしかも効率よく運転することが

重要で状態量をモニタしながら,取水量,ポンプ台数さらに

は浄水場運転計画をブ央走し,利子卸する｡異常時は異常の内容

を警報し,その拡大を防止するための異常処理制御を行なし､,

プロセスを平常に復旧する｡

8 遠方監視制御方式

集中制御システムの情報伝送部門をつかさどる情報伝送装

置には,機器の制御と表示の伝送を目的とする遠方監視制御

装置(テレコン装置)と計測値の伝送を目的とする遠隔測定

装置(テレメータ装置)の2種類がある｡これらのテレコン･

テレメータ装置には対象プロセスの規模,プロセスから要求

される機能および性能,伝送路の形態などにより分質された

各穐の装置があり,これらを対象プロセスに応じて使い分け

ることにより,一役過な監視制御システムが構成できる｡

3.1 方式選定条件

プロセスに最適な集中制御システムを構成し,運転合理化

と労働力節i成の最大効果を得るためには,テレコン･テレメ

ータ装置の殻適機穐の迷走が絶対条件であり,装置の方式選

定条件には次のものがあげられる｡
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(1)対範プロセスの規枚

これには†一切数と制御･衷ホ･計i別項目数の大小があり,

十J占数の大小により装置の親んj対向方式すなわち1:N･災

中式と(1:1)×N集でナJ(の区別をブ央左し,1十局当たりの

二境目数の大小がイ‾しi号の分渋り仁ミ送の‾方法をi央左する要l大=二なる｡

(2)†よ送情報の内谷

仁ミ送帖報の帥類には,機器のON-OFF利子卸,設定値制御,

ON-OFF表示,ディジタル入力.汁測他およぴアナログ人

力｢汁州仙があり,二れらの情報仏送機能のイ】◆無により,装

置のプJ式が限一道される｡

(3)1去迷路の形態

イ云迷路は大別して規イ･間のイさ言号f去送を向暗に亜幸如して行

なう托汁ご_言出線と交互にのみ行なう単仁回線があり,単イし紬】

線の場イナのテレコン･テレメータ装置はそのイ‾〔i号伝送方式

が限定される｡

(4)十耶艮伝送速度

プロセスの運転上許される仁三送の時間巡れの大小で,装

置の親r一対向方式,変役[洞装置のボM数,表示俊先1別込†ム

送など高速イ去送機能の安否が決まる｡

(5)請十測精度

高精度グ)計測を必要とする場合のテレメータ装置には,

伝送機器の誤差が少ないディジタル方式が有利である｡

以上のほか,親局関連制御装置との結(ナ,プロセスから要

求される逆転制御のシステム信束副空,増設時の許容停止時閥,

盤面監視制御の形態,設置場所の環境条件なども考慮すべき

条什である｡

3.2 寺幾器の方式比較

テレコン･テレメータ装置の方式迷走にあたり,装置の各

枚方式仕様の検討を行なうが,そのおもな比較項目のうち規

子対向方式,テレメータ伝送方式,監視制御形態の比較につ

いて説明する｡

3.2.1親子対向方式の比較

集中制御システムを構成する場合のテレコン･テレメータ

装置は--一個所から多数の十局を監視制j卸する形態となるので,

仁束副生が高く,かつシステムの全体構成が経済的であること

が望ましい｡

二の場合,装置の方式を大別する一一要因の親子対向方式の

比較がよく問題視される｡これには親局装置を各-‾f一局に共通

にして了一人ヨの信号を集中化する1:N集中式と,各十局専用

の1:1方二式を集合した(1:1)×N集合式とがある｡

表1は1:N集中式と(1:1)×N集でナJ(の比較を示した

ものである｡表1よI)止こ1成案中制御のテレコン･テレメータ

装置は,情報量が多く高速伝送を必要とする重安プロセスを

除いては-･般に1:N集中式が適している｡

3.2.2 テレメータ伝送方式の比較

計測値の伝送,すなわちテレメ【タ伝送方式には,複数個

の計測量をディジタル･コードに変換し,ディジタル値をサ

イクリックに時分割伝送するサイクリック･ディジタル方式

と,複数個の計測量を変役調装置を介して搬送波に変換し,

アナログ値のまま連続的に多重伝送するアナログ搬送式があ

る｡このいずれを採用するかは情報の信頼性,精度および応

答速度などがシステム的に調和のとれることを検討して決め

る必要がある｡

表2はディジタル方式とアナログ方式の比較を示したもの

である｡表2より,大量多目的の情報の伝送と自動処理装置

の結†ナなどによる本格的集小自動制j卸システムを構成する場

(ナはディジタル方式が,また盤面監視制御を主体とする小規
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模集中制御システムを構成する場でナはアナログ方式が適して

いる｡

3.2.3 監視制御形態の比較

盤面制御の形態には,仝子局の全項日ごとの指示計,表示

器,制御スイッチを個々に設け,これで全項目の常時監視制

御を行なうノ枯日与監視制御方土(と,仝‾r局に対し故大公約数の

指示計,表示器,制御スイッチを設け,これらの共通器具で

子描単位に選択監視制御する選択監視制御方式がある｡

前者は盤面監視制御を主体とする小規校集中制御システム

に,また後者は自動処理装置を中核とした大規模集中制御シ

ステムに適している｡

3.3 日立テレコン･テレメータ装置の概要

表3はJム域集中制御に適した日立テレコン･テレメータ装

置の仕様一覧表である｡

装置はいずれもビルディング･ブロック‾方式をとっており,

表Il:N集中式と(l:り×N集合式の比較 l:N集中式の特長は

盤面監視制御の合理化,自動処理装置および上位伝送装置との結合の簡易化で

ある｡

TablelComparisons ofl:N System and(l:り×N System

妄盲＼＼そ式 l:N 集 中 式 】 l集合 式

イ言頼･l隼

召盗面監寸見制雀P

言合王里素子のICイヒと共i畠回路の 三妊置故序章の影響がl佃】所に限

二重イヒにより信頼性が高い｡

監視制御デスクとIl結合

定される｡

監視制御デスクと=り×N

になり,制御表示ク)含ま里イヒと 結合になり,遷幸云制御の合王里

小人数での監視制御が容易｡

結合が容易｡

結合が容易r｡

イヒが【司りにくい亡}

r結合がやや困難｡

結合がやや困難｡

親局関連装置の増言支はやや困

関と

蓮の

装結

置合

シス

自動処王里

装置

上位イ云送

装置

テムの 親局関i霊装置の増言箕は容易｡

拡張性子局の増言受は比重交自勺容易u

経 性子局の数が多く▼関連装置が

難,子局の増設は容易｡

子局の興が少なく,関連装置
･吐 済l多い場合に有礼

が少ない場合に有利｡

表2 ディジタル方式とアナログ方式の比重交 ディジタル方式は大

規模制御システムに,またアナログ方式はノト規ヰ莫制御システムに適Lている｡

Table 2 Comparisons of DigitalTelemetry and Anaiog Telem亡さtry

妄岳､､＼＼そ式 ディジタル方式
】

アナログ方式

運用上の年寺:島

大量多目的の情幸艮伝i真に適L 小容量のアナログ量の伝送に

自動処理装置,上位イ云送装置 適L,変イヒが三重続的に把‡屋(は

との結合が容易である｡

伝送路の雑書による影響を受

あく)できるので,アナログ

指示,記重責ができる｡

イ云速星各の三振青による言呉差がで
情幸艮のイ言頼･性

けにくい｡ る｡

精 度 高い(士0▼5～l%)｡ 低い(±l～2%)｡

装置の経済性
情報量の多い場合に有利であ 情報量の少ない場合に有利で

る｡ ある｡

対象プロセスに応じた舷過な構成を組むことができる｡

(1)周波数組合せテレコン装置,アナログ搬送テレメータ装置

周波数組合せテレコン装置は音さ発イ言器の信号で周波数

分割して多重伝送するもので,ON-OFF制御とON【OFF

表示の伝送ができる｡

アナログ搬送テレメータ装置は計測値を衝i充周波数に変

換し,変復調器を介して搬送波に変換して多重伝送するも

ので,アナログ量の伝送ができる｡

この両者の装置を組み合わせると,小容量設備の遠方監

視制御に過している｡

(2)アナログ無線テレメータ装置

本装置は周波数組合せテレコン装置の原理で子局を呼び

出し,アナログ搬送テレメータ装置の原理で計測値を伝送

する1:N集中式テレメータ装置であー),伝送路が尊信無

線の場合の小容量設備の計測に適用される｡

(3)1:1サイクリック･テレコン･テレメータ装置

本装置は機器の制御,表示および計測を目的としたもの

で,制御,表示信号は常時サイクリックに伝送され.計測

値は表示信号と同じ回線を用いてサイクリック･ディジタ

ル･テレメータで伝送される｡

装置は容量に応じて汎用形と大容量形の2種類があり,

伝送速度は50ボーから1,200ポーまで自由に選ぶことがで

き,さらに表示の優先割込伝送ができるなど,用途の広い

装置である｡

(4)1:Nサイクリック･テレコン･テレメータ装置

本装置は広域に点在する設備機器の制御,表示および計

i則を目的とし,親局装置を各子局に共通にした1:N方式

の集中制子卸装置である｡

装置の主要部はすべてIC化され,親局装置はきわめて小

形化されている｡本装置は自動処理装置および上位系伝送

装置との結合が簡素化され,制御用計算機と組み合わせた

本格的集中自動制御システムの構成が可能である｡

【】 実施例

4.1十日町市の上水道管理システム

(1)プロセスの概要

十日町市では市内7,000世帯に1日16,000m3を給水する

水道設備(4水i燦地,3配水池)をもっている｡同市は信

表3 テレコン･テレメータ装置の仕様一覧表 対象プロセスに適した各種方式に最適な方式を選択できる｡

Table 3 Specification of Supervisory ControIEquipment

､ 製 品 名 称 周 波数組合せ ア ナ ロ グ搬送 ア ナ ロ グ無線 l:】汎用サイクリック l:l大容量サイクリック l:Nサイクリック

項 目 テ レ コ ン装置 テレメータ装置 テレメータ装置 テレコン･テレメータ装置 テレコン･テレメータ装置 テレコン･テレメータ装置

装置の 目 的

ONOFF制御

制御･表示

あり 小容量

計 ヲ則 計 測 制御･表示･計)則 制御･表示･計測 制御･表示･計測

あり 中容量なL なL あり 中容量 あり 大容量

機 能
設定値制御 なL なL なL なL あり 小容量 あり 小容量

ぉよ器･ON-OFF表示
あり 小容量 なL なL あり 中容量 あり 大容量 あり 中容量

容
且 アナログ入力の計測 なし あり 小容量 あり 小容量 あり 中容量 あり 大容量 あり 中容量
旦

子 局 数 】0 制限なL 10 l 】 】5,30,60

表示優先伝送

伝送速度(ポー)

伝送路の形態

なL なL

50

なし なL あり あり

複信上司線

50

尊信垣]線

50/200/(60(】) 200/(600)ハ,200 50/208/(600)/l,200

復信･単信回線復信[司線 復信回線 複信回線

関連装置

との結合

自動処‡里装置 困 難 やや困難 困 難 容 易 容 易 容 易

(制御用計算機) P10結合 P10結合 P10結合 DX10結合 DX10結合 DX10結合

上位系伝送装置 困 難 やや困難 困 難 やや困難 やや困難 容 易
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注:l･ディジタル入力の計測値はON-OFF表示10項目に相当する｡

2･伝送路形態の復信回線は日本電信電話公社専用線,私設綾を示L,単信回線は卓信無線などを示す｡

3,伝送速度の()内の数字は非標準である｡



渡川に沿った町でその伏i充を使用して4個所の井戸からポ

ンプで原水をくみ上げ,これを塩素滅菌して3個所の配水

池に貯(たくわ)え自然流下で各需要一家に供給している｡

図3はプロセスとその制御系統のブロック図である｡冬

季における設備の運転保守は降雪量が多いため多大の労力

を必要としてきた｡そこで第1水源地にコントロールセン

タを設置して,水音原地および配水池との間に電話回線を使

用したテレコン･テレメータ装置を導入して機場の無人化

を図ったものである｡そしてコントロール･センタに設置さ

れた監視盤によって刻々と変化する水位,流量,ポンプの運

転状態,滅菌別の残存量などを監視するとともに,機器の異

常検出を行なって異常が迅速に発見できるようにしてある｡

表4は設備の監視制御項目を取りまとめたものである｡

(2)監視制御システムの概要

本システムは無人化された水源地,配水池の集中制御が

目的の比較的小規模の広域上水道システムである｡機場と

コントロール･センタを結ぶ連絡線には日本電信電話公社

の電話回線を利用している｡情報のイ云送方式はその量と質

に従って各棟方式に使い分けられている｡配水池および第

2水源地は比較的情報量が少ないためにアナログ搬送テレ

メータ装置が採用され,表示も項目数が少ないので周波数

組介せ方式が採用され,経済的なシステムを構成している｡

コントロール･センタでは流量と水位についてアナログ記

録指示するとともにラ充量積算値をディジタル表示している｡

故障表示としては故障が発生すると警報,点滅表示する｡

第3,第4水源地は計測量が多いうえに機器の制御もあ

るので,1:1方式のサイクリ ック･テレコンにディジタ

ル･テレメータの機能を備えた遠方制御装置を用意し,利

子卸と計測を同時に行なっている｡連絡線に余裕がなく時間

的には比較的余裕のあるシステムでは本装置が有効であり

経済的である｡水音原地では計測値のうち水位とi充量をアナ

ログ記録表示するとともに,手先量積算値のディジタル表示

を行なっている｡また水i且,吐出圧力,塩素残量,電圧,

電力,周波数を常時表示し,バルブ開度,ポンプ電流は機

器に対応した選択測定になっている｡ボン7d,バルブおよ

び受変電設備の制御は,コントロール･センタの制御デス

クから行なわれ,故障表示,計測値は監視盤に表示される｡

第2配水池

需要家←-

第3配水池

需要家

●■

_G+l

■一■■t■一■ - ■-･-■■-

第1水源地

井戸

ヽヽ専用線

ヽ
ヽ
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表4 設備の監視制御項目 十日町市のプラントを例にとって小規模集

中制御システムの監視制御項目をまとめたものである｡

Table 4 List of Supe｢viso｢y Cont｢0=tems

子 局 名 項 目 量数 内 容

第l水ユ原地
表 示 6 ポンプ故障

計 測 3 電圧,電;充,電力,水主星

第2水源地

第l配水池

表 示 3 ポンプ故障

鞋++苧叫 4 電圧.電流,電力,水温

第3水;原地

制 御 20 しゃ断器,ポンプ,バルブ

表 示 30
三成菌機故障,発電機故障,火災,

過電流,エンジン故障,直接

計 測 2l
水温,電圧,電流,電力,周波数,

弁開度,吐出L圧力.送水量

第4 水三原地

制 御 20 (第3水)原地に同じ)

//表 示 30

計 三則 2l E(第3水源地に同じ)

第2配水池 計 測 2 水位,三充量

第3配水池 計 測 2 水位,涜量

i牧障表示と計測は同じ装置を使用して伝送しているが,急

いで故障警報を出すためにイ憂先伝送機能をもたせてある｡

図4はコントロール･センタの外観である｡

本システムの特徴は電話回線を利用し,しかも対象設備の

規ヰ莫にみあった各種方式を採用して経済的なシステム構成と

したところにあり,小規模な広域水道情報伝送システムの典

型と考える｡

4.2 愛知県水道局(西三河水道事務所)におけるシステム

4.2.1 システムの概要

本実施例のシステム系統は図6に示すとおりである｡幸田

浄水場と豊田浄水場では,それぞれ水質(シアン,pH,濁度)

水位,機器の状態,各供給点の残留塩素,水圧,流量,機器

の状態および調整池の水位,機器の状態を計測,監視するこ

とにより,各自治体に供給する上水の品質,配水量の管理な

らびに取水,配水の効率的運用を図るものである｡

幸田浄水場と豊田浄水場は,現状システムではそれぞれ独

立にデータの収集処理を行なっているが,同一周波の電波を

時分割で使用して電波の有効利用を図っている｡

また,現在幸田浄水場と豊田浄水場で独自に行なっている

第2水源地

井戸
ヽ

ヽ

ヽ ′

ノ■
.′■

.′l

電話局

ノl
′

′■
′■

ノ■

第2配水池

■-■--■ト需要家

専用線

電話線

1ミぎr;

､
-
-
-
-
-
-
-

ヽ､

ヽ
､

､､第3水源地

､､----_管4水源地

井戸 井戸

コントロール･

センタ..

図3 上水道プロセスのフーロック図 表4の監視制御項目を制御するシステム構成である｡

Fig.3 Water Distribution P｢ocess Cont｢oISystem fo｢T6kamachiCity
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管理運用を将来は知立管理事務所で集中的に行なうことが可 (2)

能なように準備されている｡

前述の目的のために,本システムでは下記の方式が採用さ

れている｡

(1)情報伝送システムとして,HITOS4000システムを採用

した｡

(a)伝送路には70MHz帯1波を用い,ディジタルポーリン

グ方式でデータの収集を行なう(データ収集時間外に

は通話が可能)｡

(b)デ【タ伝送方式はNRZ等良符号による50B/Sディジタ

ル方式である｡

(c)符号検定方式は水平申直パリティ併用である｡

(d)幸田浄水場と豊出浄水場の両システムには同一同彼の

電波が使用されているため,両浄水場に連携装置を設

けてインターロックを行なってし､る｡

瞥 戚

両浄水場には処理装置を設置し,デ【タ収集の日川J管坪,

情報†ム送システムの制御(15分間隔のデータ収集,什一亡印与

操作による全局あるいは1局のデータ収集,収集データ輿

′馴寺の再呼出しなど)を行なうととい二,下記の収集デー

タをもとにした各柿演舞と演算泉i子果の出力を行なうはか,
各柿システムの異常が発生した場′ナのメッセージ山九 機

器の制御などを行なっている｡

(a)15分間隅あるいは作意時に収集したデータを表ホ盤に

川力する｡二のとき流量については前回収集データと

の叩分を1時間他に推算Lた各供給点の伯およびこれ

らの和である総流量を出力する｡

(b)毎定時には日報とLてタイプライタに印字する｡この

とき,流量については,部J[旦=叩`不仲との増加1分とLて

の1日の累積伯,1個月の累横値を各供給点ごとおよ

ぴこれらの和を同時に出力する｡

取水口

詔

図4 十日町市水上道コントロール･センタの外観
制御を集中処理するコントロール･センタの外観である｡

Fig.4 Exte｢nalView of ControICenter

詔

十日町市上水道の運営,管理,

図5 豊田浄水場コントロール･センタ外観 豊田浄水場内設置のコントロール･セ

ンタ全景である｡

Fig.5 Cont｢oICenter of Toyota Water Puri†ication Plant

砂一一‾
東部浄水場

知立

管理事務所

一一一一

′一一一

三好供給点

′

′
′

′

′

′
′

較
知立供給点 ヽ

＼

′

′

J

一一一一

岡崎供給点

安城供給点

ヽ

ヽ

ヽ

＼

＼

天白取水口

＼

西尾調整池

碧南供給点

一色供給点

ヽ
＼

豊田浄水場

豊田供給点

幸田
浄水場

幸田供給点

ヽ

西尾㌢点
吉良供給点

J

幡豆供給点

図6 システム系系充図 ゞミ‡‡印は観測点を,●印は

監視を行なう場所を示し,実線は実施中の.点線は将来増

設すべき伝送経路を示す｡

Fig･6 Data TransmissiorlSystem Corlfjguratior
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(c)情報伝送システムの異常(不応答,符号検定不良が再

呼出し後にも発生したような場合),受信したデータが

異常値の場合,各柿デバイスに異常が発生した場合に

は,現象ごとに万能入出力装置へのメッセージ出力,

操作卓へのランプ表示,ブザー表示などを行ない保守

点検を容易にしている｡

(d)幸田浄水場システムについては西尾調整池の水位デー

タは特に重要であるので､情報伝送システムの予備系

として無線アナログテレメータが併設されている｡

豊田浄水場中央監視室に設置された親局設備の機器構成は

図7に示すとおりである｡豊凹浄水場では浄水場内のデータ

収集処理が同一システムとLて構成されている｡

4.2.2 本システムの特徴

(1)電波共用のためのインターロック

幸田浄水場と豊田浄水場のそれぞれ独立したシステムが

同一一一電波を共用するために,両システムが同時にデータ収

集を行なうことができない｡このため,

(a)両浄水場が15分間隔で行なうデータ収集開始時間をず

らす(6分間)｡

(b)両浄水場の時‾削が常に一致している必要があるので,

幸田浄水場から毎正時に信号を送り,豊田浄一水場の時

二別を補正する｡

0.1

ll

む1

■､

柑

鑑テ㌣ぎ
読寂

方
r.鳶入出

義.

､ごプ日義ノ
未′軋二

∠凄十.‾

操作卓

(場内用)タ賃プ芸タ

(月報用)タ㌔男タ

無線機了
操作卓

場 外
監視盤

タブブ吾タ(場外用)
DA変換器
(4CH)

豊田一幸田

連携装置

時計装置

図了 豊田浄水場中央監視室機器構成 テレメータを用いた遠隔地

点のデータのほかに浄水場内のデータを合わせて収集処理Lている｡

Fig.7 Block Diag｢am of Toyota Wate｢Pu｢ification Plant
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図8 幸田一豊田浄水場データ収集タイムスケジュール 本図は定められた時間に行なわれるデー

タ収集のタイムスケジュールを示し,空(あ)き時間には任意選択によるデータ収集,あるいは通話に用いること

ができる｡

Fig.8 Time Schedu始 for Data T｢ansmission

(c)両浄水場が任意時に行なう,データ収集,通話に際し

ては電波使用開始および終了を表わす信号を送出し,

相手浄水場をロックする｡

図8はタイムスケジュールを示したものである｡

(2)積算流量カウント方式

一般に本システムのように単一無線回線を用いて伝送を

行なう場合には子局にカウンタを設けて計数し,親局から

の呼出しがあったとき,計数値を伝送するが,これが終わ

ると自動的あるいは親局からの信号により計数値をリセッ

トするのが通常である｡

本システムでは流量値は料金徴収をはじめとして,管理運

用上も非常に重要な情報であるため,子局に設けるカウンタ

は1個月分の容量をもったノンリセット式カウンタである｡

伝送路,親局などにトラブルが発生しても,トラブル回復時

に再呼出しを行なうことにより,トラブル発生前からの積算

イ直は常に正しく得ることができる｡
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また,子局装置の故障などに対しては,子局内蔵カウンタ

は数値設定機能を設け,検出器側に設けた指示値と数値を一

致させておくことにより,1個月以内のいかなるトラブルに

対しても流量積算値が得られるようにしてある｡

■l 結 言

以上,広域水道情報伝送システムの考え方と代表的実例に

ついて述べたが,この分野における情報伝送システムは,他

の分野に比べ,設備の規模,運用方法,地理的条件が,各水

道事業体によってまちまちであるため,今後,これらの特質

を考慮した広域用システムが必要であり,調和のとれたシス

テムを導入することにより,さらに,水道事業の経済的な運

営が行なわれるものと考える｡

本稿をまとめるにあたりご指導,ご協力をいただいた,十

日町市水道課,愛知県水道局の関係各位に深く感謝する次第

である｡




